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より良い今を重ねて
広島県・福山市立神辺小学校・５年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まつやま),松山)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はづき),葉月)
　私の住んでいる町は、歴史のある落ちついた所です。くらしの中での「犯罪」は、ニュースや新聞で目にするだけで、身近に感じる事はありません。
　「社会を明るくする運動」と聞いた時に、父の知り合いのKさんを思い出しました。以前、保護司をしていると聞いたことがあるからです。そこでKさんに、話を聞きに行くことにしました。
　Kさんは、やさしい笑顔をしている人です。まず、保護司について教えてくれました。保護司の仕事とは、犯罪を犯して刑罰を受けた人の生活を月二回観察する事、更生を期待して社会に帰るサポートをすること、だそうです。Kさんは、保護司を十八年も続けているそうです。それを聞いて私は、犯罪を犯した人と会って話すなんて怖くないのかな、私だったら怖くて仕方ないのにな、と心配になりました。
　それを一八年も続けてこられていることがすごいなと思いました。
　そこで、私は「犯罪を犯した人をどう思いますか。」と聞きました。
　Kさんは、「犯罪を犯した人も自分も同じだと思っている。自分にもどんな人でも負の部分はある。境遇や事情により出してしまっただけだ。」と答えてくれました。私は、そんな風に考えた事が無かったのでおどろきました。また、続けてこのように教えてくれました。「悪い事をして後悔をしない人はいない。みんな反省している。」「やったことは消えないけれど、取り返しはつくと私は思っている。」
　「どうするかというと、善行を積む事。たくさん善行を積めば、悪業の割合は少なくなる。時間をかけてつぐなうしかないんだ。」
　私は、その言葉を聞いて犯罪を犯した人に対するイメージが変わりました。
　私も、やってしまった後でやらなければよかったと思うことがあるからです。そして、注意されて直そうと思っても、なかなか直せないこともあります。
　そういう時は、思うようにいかず自分の事が嫌になってしまったり、イライラしてしまいます。Kさんの所に来る人もそんな気持ちなのかな、と思いました。こういう時に、「取り返しはつく。」とはっきりと言ってもらえたら、どんなに勇気がもらえて、心強いでしょうか。
　大切なのは、むやみに怖がることなく、助けてあげたり、見守ったりしながら、より良い今を重ねていくことだと気づきました。
　私はKさんの話で、犯罪はこわい人がする物だと思っていたけれど、どんな人にでも起こり得る事なのかも知れないと思いました。
　そして、最後にKさんは、人と接する時に大事なことを教えてくれました。それは、「どんな相手でもバカにしない、見下さない。」ということです。そうすれば、自分も、相手も大切にできるそうです。
　Kさんとの話が終わっても、ずっと心は温かい気持ちでいっぱいでした。
　私は、Kさんの様な大きな事は、まだできないけれど、まずは、普段の生活の中でKさんから教えてもらった人との接し方を実践していきたいと思います。そして、私もより良い今を積み重ねていきたいです。

法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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